
除

何

時

制

川

正
内
号
ん
U
W
引
川

l

・・

0

7

・・

一所

町
四
恥
れ
幻

姉
崎

k
ヲ
宮
ぺ
弘
氏
子
昔
、
ト
Anqノ
ζ

一
園
行
制
刊
誌
川
制

w

－
↓
I

ノ
メ
ヨ

4

’
c
i－
三
～
一
目
：
海
市
7
鎌

制

問

哨

一一一三一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一三陸一奨同一

2K

好
き
に
な
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

部
活
動
は
中
学
の
時
と
同
じ
、
車
球
部
に

入
り
ま
し
た
。
中
学
校
の
部
活
動
は
、
コ

ー

チ
も
と
て
も
熱
心
で
放
課
後
の
部
活
動
の
他

に
朝
や
夜
に
も
練
習
し
て
い
た
の
で
す
が
、

高
校
で
は
そ
ん
な
に
一
生
懸
命
じ
ゃ
な
い
の

で
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。

こ
の
前
、
違
う
高
校
へ
行
っ
た
中
学
の
友

達
に
会
っ
て
お
互
い
に
自
分
の
高
校
の
話
を

し
た
け
れ
ど
、
勉
強
と
か
面
白
く
な
い
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
今
の
高
校
を

選
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
為
に
頑
張
っ
て
行
こ

う
と
思
守
て
い

る
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（〒
削

沼

津

市
今
沢
五
六

O
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高
校
に
入
学
し
て

静
岡
県
立
沼
津
工
業
高
等
学
校
一
年

鈴

木

正

喜

「い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
、
「
い
っ
て
き

ま
す
」
の
い
つ
も
の
挨
拶
も
何
と
な
く
緊
張

し
て
い
た
入
学
式
か
ら
、
ア
ッ
と
い
う
間
に

一一カ
月
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
学
校
ま
で
は
自

転
車
で
通

っ
て
い
て
、
始
め
の
頃
は
三
十
五

分
位
か
か
っ
て
い
た
の
に
今
で
は
も
う
二
十

分
位
で
学
校
に
着
き
ま
す
。

ぼ
く
の
通
っ
て
い
る
学
校
は
、
工
業
高
校

な
の
で
普
通
の
授
業
の
他
に
実
習
が
週
に
十

二
時
間
あ
り
ま
す
。
中
学
の
時
か
ら
工
業
高

校
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ぼ
く

は
実
習
の
時
聞
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
資
格
試
験
も
あ
っ
て
中
学
の
時
よ

り
は
ち
ょ
っ
と
勉
強
し
て
い
ま
す
。

大
嫌
い
だ
っ
た
英
語
も
高
校
に
入
っ
て
か

ら
は
、
先
生
が
授
業
中
に
指
名
す
る
の
で
、

前
の
日
の
夜
に
姉
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

予
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
嫌
い
だ
け
と
、

よだ4』
~ 英育
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平
成
三
年
度
事
業
の
成
果
の
あ
ら
ま
し

、、，ノ
’EA
 
〆，‘、、

「
第
六
期
育
英
資
金
募
金
運
動
（
水
色
の

羽
根
募
金
）
」
（
四
年
計
画
、
目
標
額
五
億

円
）
の
二
年
度
目
に
当
た
る
平
成
三
年
度

は
、
漁
協
系
統
を
は
じ
め
、
漁
業
者
、
関
係

団
体
及
び

一
般
の
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
、
お
蔭
様
を
も
ち
ま

し
て
育
英
事
業
の
基
盤
強
化
を
図
り
、
奨
学

生
及
、
び
お
母
さ
ん
方
を
励
ま
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
事
業
の
成
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
0

0
事
業
の
状
況

一
、
学
資
給
与
事
業
H
平
成
三
年
度
は
、
幼

児
五
十
一
名
、
小
学
生
三
百
七
十
八
名
、
及

び
中
学
生
四
百
四
名
、
合
計
八
百
三
十
三
名

に
、
入
学
祝
金
を
含
め
て
八
千
七
百
七
十
五

万
二
千
円
を
給
与
し
ま
し
た
。

二
、
奨
学
金
貸
与
事
業
H
入
学

一
時
金
を
含

め
て
、
高
校
生
百
八
十
三
名
に
四
千
六
百
二

十
万
円
、
大
学
生
等
五
十
九
名
に
三
千
四
百

二
十
万
円
、
合
計
八
千
四
十
万
円
を
貸
与
し

ま
し
た
。

三
、
平
成
四
年
三
月
卒
業
生
の
進
路
状
況
H

①
中
学
校
卒
業
生
は
百
四
十
八
名
で
、
そ
の

う
ち
百
十
七
名
が
高
校
等
に
進
学
し
、
就
職

者
五
名
の
う
ち
、
二
名
が
漁
業
に
従
事
し
ま

し
た
。
②
高
校
卒
業
生
は
七
十
八
名
で
、
大

学
・
短
大
・
専
修
学
校
等
へ
の
進
学
者
は
二

十
名
で
し
た
。
就
職
者
は
四
十
五
名
で
、
漁

業
、
漁
協
等
の
水
産
関
係
に
三
名
が
就
職
し

ま
し
た
。
③
大
学
等
の
卒
業
生
十
六
名
の
う

ち
、
さ
ら
に
専
門
校
等
に
進
学
し
た
者
は
三

名
、
就
職
者
九
名
の
う
ち
一
名
が
漁
協
に
就

職
し
ま
し
た
。

四
、
育
英
事
業
推
進
事
業
H
①
本
年
度
は
、

本
会
初
め
て
の
試
み
と
し
て
「
漁
船
海
難
遺

児
を
励
ま
す
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
、
そ
の
入
賞
作
品
を
ポ
ス
タ
ー
や
本
育
英

女
今
春
、
よ
う
や
く
准
看
護
婦
学
校
を
卒

業
し
、
准
看
護
婦
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
の
夢
を
実
現
す

る
こ
と
が
出
来
た
今
、
喜
び
と
責
任
感
の
重

さ
で
胸
が
一
杯
で
す
。
ま
た
、
こ
の
二
年
間

で
自
分
が
求
め
て
い
る

「
看
護
と
は
何

か
？
」
と
い
う
事
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
れ
も
育
英
会
よ
り
奨
学
金
を
お
借
り
さ

せ
て
頂
い
た
お
陰
だ
と
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
、
看
護
の
勉
強
を
し
て
い
く

上
で
も
っ
と
高
度
な
知
識
技
術
を
身
に
付
け

た
い
と
思
い
看
護
進
学
コ
ー
ス
を
受
験
し
た

結
果
、
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
進

学
コ
！
ス
で
は
、
三
六
五
日
、
勉
強
と
の
戦

い
で
す
が
、
更
に
勉
学
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
東
京
都
板
橋
区
・
秋
田
県
出
身
佐
藤
妙
子
）

会
若
葉
も
香
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
。
娘
も
こ
の
春
、
晴
れ
の
小
学
校
教
諭
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
た
の
も
育
英
会
の
皆
様
方
の
励

ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
心
よ
り
深
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
長
い
間

お
世
話
様
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

事
業
の
紹
介
資
料
等
に
用
い
、
広
く
配
布
し

好
評
を
得
ま
し
た
。
②
宮
崎
県
南
郷
町
に
お

い
て
、
漁
業
等
に
従
事
し
て
い
る
卒
業
奨
学

生
と
奨
学
生
の
母
親
の
座
談
会
を
実
施
し
、

そ
の
内
容
は
「
育
英
会
だ
よ
り
・
特
集
号
」

で
紹
介
し
ま
し
た
。
③
漁
船
海
難
遺
児
を
励

ま
す
全
国
協
議
会
・
同
地
方
協
議
会
、
関
係

団
体
・
企
業
等
の
ご
協
力
に
よ
り
、
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
広
報
・
募
金
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
努
め
、
多
大
の
成
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

。
寄
付
金
等

本
年
度
の
寄
付
金
は
、
定
期
的
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
て
い
る
「
励
ま
し
お
じ
さ
ん
・

お
ば
さ
ん
」
四
百
十
八
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
二
千
二
百
九
十
五
万
円
を
含
め
て
、
一
億

七
千
七
百
二
万
円
余
に
達
し
ま
し
た
。
ま

た
、
園
、
倒
日
本
船
舶
振
興
会
及
び
朝
日
新

聞
東
京
文
化
厚
生
事
業
団
か
ら
受
け
た
補
助

金
・
寄
付
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
に
沿
っ

た
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
た
。
今
後
と
も
お
見
守
り
下
さ
い
。

〈
長
崎
県
伊
王
島
町
平
戸
美
佐
子
・
母
親
〉

食

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
日
、
病
院
で
実
習
に
頑
張
っ
て
ま
す
。
あ

と
少
し
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（岡
山
市
・
高
等
看
護
学
校
三
年
阿
部
勝
美
）

公

新
学
期
も
二
ヶ
月
が
過
ぎ
、
忙
し
い
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（富
士
見
市
・
大
学
三
年
熊
谷
修
）

食

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

よ
い
よ
今
年
の
後
半
か
ら
は
、
本
来
の
学
部

の
講
義
が
主
体
に
な
り
、
不
安
と
期
待
に
胸

が
ふ
く
ら
む
思
い
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（鹿
児
島
市
・
大
学
二
年
森
本
亮
ご

大

大
学
三
年
に
上
が
り
毎
日
勉
強
に
追
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
残
り
一
年
、
元
気
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
宮
古
市
佐
々
木
悦
子
・
母
親
）

食

長
女
、
次
女
と
も
に
海
難
遺
児
育
英
資

金
を
利
用
し
て
、
今
は
二
人
と
も
社
会
人
と

な
り
返
還
し
て
い
ま
す
。
事
故
当
時
一
才

だ
っ
た
三
女
も
今
年
よ
う
や
く
高
校
へ
入
学

し
、
お
陰
様
で
毎
日
元
気
で
勉
学
、
部
活
と

励
ん
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
青
森
県
木
造
町
松
上
清
子
・
母
親
）

大

四
月
か
ら
自
転
車
で
三
十
分
位
か
か
る

高
校
（
一
年

・男
）
に
行
っ
て
い
ま
す
。
自

転
車
に
乗
っ
て
い
る
姿
を
お
父
さ
ん
に
見
て

ほ
し
か
っ
た
で
す
。（沼
津
市

鈴
木
夏
枝
・
母
親
）

五
月
八
日
、
平
成
四
年
度
第

一
回
奨
学
生

選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
給
与
奨
学
生
十

九
人
、
高
校
貸
与
奨
学
生
六
十
人
、
大
学
等

貸
与
奨
学
生
二
十
二
人
、
合
計
一

O
一
人
が

新
た
に
採
用
さ
れ
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
者

と
併
せ
て
、
六
月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数

は
、
裏
面
の
表
の
と
お
り
九
三
三
名
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
予
約
採
用
奨
学
生
は
、
高
校

生
三
十
六
名
全
員
、
大
学
生
等
は
二
十
八
名

の
う
ち
、
十
九
名
が
本
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
高
校
文
は
大
学
等
進
学
予
定
者

（
貸
与
奨
学
生
）
の
次
回
の
予
約
出
願
締
切

日
は
、
十
月
十
五
日
、
一
月
十
五
日
で
す
。

希
望
者
は
お
早
目
に
出
願
し
て
く
だ
さ
い
。

ごあいさつ

桜井郁夫

こ
の
た
び
、
三
月
十
六
日
付
で
全
漁
連
か

ら
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
へ
出
向
を
命
ぜ
ら

れ
て
参
り
ま
し
た
桜
井
で
す
。

着
任
し
て
か
ら
三
ヶ
月
余
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
こ
の
問
、
水
産
業
に
携
わ
る
方
々
の
み

な
ら
ず
、
水
産
関
係
以
外
の
方
々
か
ら
も
幅

広
く
育
英
事
業
の
充
実
の
た
め
ご
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
温
か
い

ご
心
情
に
頭
の
下
が
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

ま
た
、
育
英
会
の
奨
学
生
や
保
護
者
か
ら

の
お
便
り
を
拝
見
い
た
し
ま
す
と
家
族
全
員

が
協
力
し
合
っ
て
勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん

で
お
ら
れ
る
様
子
が
わ
か
り
、
今
後
と
も
苦

し
さ
を
乗
り
越
え
て
元
気
に
成
長
さ
れ
る
こ

と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
、
当
育
英

会
事
業
の
発
展
、
充
実
に
専
心
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
何
卒
、
皆
様
方
の
ご
指
導

・
ご
鞭
提
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

羽根募金

女

子

供
の
成
長
は
早
い
も
の
で
中
学
生
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
、
入
学
祝
金
ま

で
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子

供
は
、
中
学
入
学
し
二
ヶ
月
余
り
と
な
り
、

六
月
に
は
、
中
学
初
の
運
動
会
が
催
さ
れ
、

毎
日
練
習
し
て
お
り
ま
す
。
素
直
に
成
長
し

て
お
り
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

（
帯
広
市
小
川
澄
江
・
母
親
）

食
中
学
生
活
最
後
の
年
に
入
り
、
思
い
出

作
り
の
修
学
旅
行
も
終
え
て
、
今
、
体
育
会

の
練
習
に
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
す
。
明
る
く

元
気
に
父
親
の
背
丈
を
お
い
ぬ
い
て
、
た
く

ま
し
く
育
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
皆
様
方
の

お
力
添
え
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
函
館
市
田
山
敏
子
・
母
親
）

カ

朝
練
、
午
後
練
の
部
活
に
追
わ
れ
、
疲

れ
て
帰
宅
し
て
は
よ
く
寝
て
お
り
、

「
寝
る

子
は
育
つ
」
の
言
葉
の
と
お
り
身
長
も
九
叩

も
伸
び
見
お
ろ
さ
れ
ま
す
。
来
年
の
高
校
進

学
の
事
を
思
え
ば
、
寝
て
い
る
子
供
を
大
声

で
た
た
き
起
こ
し
た
い
心
境
を
じ
っ
と
が
ま

ん
の
連
日
で
す
。（
船
橋
市
山
崎
喜
代
子
・
母
親
）

食

い
つ
も
ご
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
中
二
に
な
っ
て
初
め
て
男
の
先
生
が
担

任
に
な
り
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
太
っ
て

い
る
の
で
、
暑
く
な

っ
て
き
ま
し
た
の
で

少
々
夏
バ
テ
ぎ
み
で
す
が
頑
張
っ
て
い
ま

す。

（
姫
路
市
磯
部
隆
子
・
母
親
）

食

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子

供
も
中
学
生
活
に
慣
れ
、
毎
日
く
た
く
た
に

な
っ
て
帰
っ
て
来
ま
す
。
中
学

一
年
生
に
な

り
、
学
生
服
を
着
た
と
た
ん
に
随
分
と
た
く

ま
し
く
な

っ
て
き
た
な
と
し
み
じ
み
思
わ
さ

れ
ま
し
た
。
今
は
娘
も
家
か
ら
仕
事
場
に

通
っ
て
い
て
家
の
中
が
随
分
と
に
ぎ
や
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
い
つ
も
明
る
い
家
庭
を

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
宮
崎
市
西
回
幹
子
・
母
親
）

犬
上
の
子
は
、
小
学
四
年
生
に
な
り
、
野

球
部
に
入
り
毎
日
、
六
時
ま
で
頑
張
っ
て
い

る
様
で
す
。
下
の
子
も
二
年
に
な
り
、
お
兄

さ
ん
ぽ
く
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
親
子
三

人
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
伊
万
里
市

中
邑
綾
子
・
母
親
）

の水色

ー
「
海
と
子
供
」
の
写
真

1
1
1
」

一

コ

ン

テ

ス

ト

一

「
l
あ
な
た
の
写
真
大
募
集
f
し

II を手

本
育
英
事
業
に
つ
い
て
、
広
く
一
般
の

方
々
に
も
ご
理
解
を
得
る
た
め
、
漁
船
海
難

遺
児
を
励
ま
す
第
二
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
応
募
要
領
は
、
次
の
と

お
り
で
す
が
、
不
明
の
点
は
本
会
に
お
間
合

わ
せ
下
さ
い
。

テ
ー
マ
・
海
と
子
供
た
ち
を
主
題
に
し
た
も

の
（
明
る
い
元
気
な
子
供
、
漁
船
・
漁
村
・

漁
港
と
子
供
な
ど
）

サ
イ
ズ
・
白
黒
、
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
と
も

キ
ャ
ビ
ネ
判

1
四
つ
切
。
ス
ラ
イ
ド
（
三
十

五
ミ
リ
判

1
六
×
九
判
）

賞
及
び
副
賞
・
最
優
秀
賞

一
名
H

賞
状
・
副

賞
五
万
円
、
優
秀
賞
四
名
H

賞
状
・
副
賞
三

万
円
、
入
選
十
名
H
賞
状
・
副
賞
一
万
円
、

参
加
賞
H
応
募
者
全
員
に
記
念
品

注
・
副
賞
は
、
商
品
券
又
は
図
書
券

応
募
締
切
・
平
成
四
年
ぷ
l
月
三
十
一
日
（
土
）

発
表
・
入
賞
・
入
選
者
に
は
、
平
成
四
年

十
二
月
中
旬
ま
で
に
本
人
に
直
接
通
知
す

る
ほ
か
、
「
育
英
会
だ
よ
り
」
等
で
発
表
。

そ
の
他
・

①
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。
②
作
品
の
返
却
は
ス
ラ
イ
ド
の
み
。
③

入
賞
・
入
選
作
品
の
版
権
は
、
本
会
に
帰
属

し
ま
す
。

の愛漁船海難遺児



C 2) 

新
年
度
を
迎
え
て、

全
国
各
地
で
恒
例
の

大
会
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
会
場
で
は
、
漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
や
関
係

団
体
の
方
々
に
よ
り
、
募
金
活
動

（水
色
の

羽
根
募
金
）
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
会
も
次
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
、

主
催
者
や
地
方
協
議
会
と
と
も
に
、
積
極
的

な
募
金
活
動
に
当
た
り
、

多
く
の
方
々
か
ら

温
か
い
ご
支
援

・
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

人以六
月
三
1
四
日
「
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全

国
大
会
（
全
海
苔
連
主
催
）」

大
津
市

大
六
月
十
三
i
十
四
日

「千
葉
県
民
の
日
ふ

る
さ
と
フ
ェ

ア
l
・
水
産
ま
つ
り
」
千
葉

県
幕
張
メ
ッ
セ

女
六
月
十
八
日
「
漁
協
共
済
推
進
全
国
大

会」

東
京
都
・
新
橋
演
舞
場

大
六
月
二
十
1
二
十

一
日

「全
国
水
産
物
商

業
協
同
組
合
連
合
会
山
梨
大
会
」
甲
府
市

よTゴ

会
員
申
し
込
み
・
奨
学

金
の
御
寄
付
』
の
お
礼

A
Q
Z
 

平
成
四
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
会

員
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
同
時
に
奨
学

資
金
の
御
寄
付
を
賜
っ
た
会
員
の
御
芳
名
を

掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名

（
敬
称
略
）

〔四
月
〕
マ
桜
井
郁
夫
（
袖
ケ
浦
市
）

マ
高

橋
基
子

・
継
続
（
船
橋
市
）
マ
漬
谷
稔
夫
・

小
百
合

・
継
続
（
大
和
市）

〔六
月
｝
マ
守
矢
哲

・
継
続
（
千
葉
県
白
井

町
）

英＝民
同平成4年 7月 l日

御
寄
付
』
の
お
礼

第65号

平
成
四
年
三
月
か
ら
平
成
四
年
六
月
ま
で

に
御
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
御
芳
名
を

掲
げ
、

そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す。
※
御
芳
名

（敬
称
略
）

一
、
漁
泊
系
統
募
金

（各
都
道
府
県
の
漁

連
、
信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す
る
「
漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略
称

・
地
方
協
）
」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、
－

般
寄
付
金
を
含
み
ま
す
。
）

〔
三
月
〕

O
北
海
道
マ
瀬
棚
漁
協
婦
人
部
｜

う
ま
い
も
の
祭
り
バ
ザ
｜

収
益
金
マ
森
漁

協
｜
森
秋
昧
祭
り
収
益
金
マ
市
山
亮
悦
l
全

快
祝
い
返
し
マ
石
原
秀
光
｜
香
典
返
し
マ
成

田
功
マ
留
萌
支
庁
水
産
課

一
同
l
募
金
箱
及

び
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
収
益
金

マ
日
高
支
庁
水
産
課

一
同
マ
錦
地
源
四
郎
｜

見
舞
い
返
し
マ
高
木
栄
作
｜
見
舞
い
返
し
マ

紋
別
漁
協
青
年
部
・
婦
人
部
｜
漁
民
家
族
慰

安
会
マ
畑
良
邦
｜
香
典
返
し
マ
釧
路
市
漁
業

後
継
者
連
絡
協
議
会
l
氷
祭
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
l
収
益
金
及
び
募
金
箱
O
岩
手
県
マ
地

方
協

O
宮
城
県
マ
地
方
協

O
山
形
県
マ
佐
藤

孫
七
マ
高
橋
芳
子
マ
地
方
協
。
福
島
県
マ
地

方
協
O
茨
城
県
マ
遠
藤
貞
夫
マ
附
ヤ
マ
へ
イ

フ
l
ズ
マ
地
方
協
O
東
京
都
マ
全
国
漁
協
婦

人
部
連
絡
協
議
会

O
神
奈
川
県
マ
地
方
協
。

富
山
県
マ
地
方
協
。
石
川
県
マ
長
安
堵
史
マ

地
方
協
。
福
井
県
マ
地
方
協
＠
静
岡
県
マ
地

方
協
。
愛
知
県
マ
地
方
協
O
京
都
府
マ
地
方

協
。
兵
庫
県
マ
地
方
協
O
和
歌
山
県
マ
浦
川

平
和
l
香
典
返
し
マ
松
原
昭
代
l
香
典
返
し

マ
地
方
協
O
島
根
県
マ
松
田
隆
敏
｜
香
典
返

し
マ
鳥
海
初
喜
｜
香
典
返
し
。
広
島
県
マ
地

方
協

O
山
口
県
マ
松
村
久
マ
井
町
満
マ
地

方
協
。
香
川
県
マ
大
和
義
包
l
香
典
返
し
マ

新
野
芳
子
｜
香
典
返
し
マ
古
川
博
｜
香
典
返

し
マ
竹
沢
忠
l
香
典
返
し

O
愛
媛
県
マ
地
方

協
。
高
知
県
マ
地
方
協

O
福
岡
県
マ
地
方
協

。
佐
賀
県
マ
地
方
協
ー
さ
が
海
苔
祭
り
チ
ャ

リ
テ
ィ
収
益
金
。
長
崎
県
マ
神
崎
茂
マ
長
崎

県
立
水
産
高
等
学
校
マ
長
崎
魚
市
側
マ
本
川

贋
義
マ
亀
山
太
助
マ
宮
崎
忠
志
香
典
返
し

マ
谷
川
シ
ゲ
マ
側
ア
ド
長
崎
・
長
崎
新
聞
マ

高
木
大
吉
マ
野
川
浩
史
マ
長
崎
県
漁
協
婦
人

部
連
合
会
l
全
国
漁
港
大
会
募
金
マ
長
崎
県

漁
連
ー
さ
か
な
祭
募
金
マ
井
川
幸
恵
マ
新
日

海
工
業
側
マ
浪
口
義
之
マ
秋
吉
寛
マ
塩
塚
夕

子
マ
中
山
良
夫
マ
地
方
協
。
大
分
県
マ
岡
田

代
海
運
・
田
代
重
成
マ
地
方
協
。
熊
本
県
マ

地
方
協
O
鹿
児
島
県
マ
地
方
協
。
沖
縄
県
マ

地
方
協
〔
四
月
〕

O
北
海
道
マ
伊
瀬
佳
子
マ
川
崎
造

船
側
・
川
崎
隆
司

O
青
森
県
マ
地
方
協
O
山

形
県
マ
高
橋
章
二
＠
千
葉
県
マ
木
更
津
漁
業

協
同
組
合
｜
漁
協
会
館
竣
工
記
念
マ
地
方
協

。
東
京
都
マ
全
国
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会

＠
兵
庫
県
マ
地
方
協
＠
鳥
取
県
マ
地
方
協
＠

山
口
県
マ
高
村
博
マ
地
方
協
＠
香
川
県
マ

片岡貞夫l香典返しO福岡県マ地方協
。大分県マ吉田港運側・阿部正義

（五月〕＠青森県マ地方協。富山県マ

柳内敏雄。島根県マ吉永猛｜香典返し

マ桜谷トクコl香典返し。山口県マふ

く供養祭親睦チャリティゴルフ大会募

金マ地方協O大分県マ側東洋製作所九
州支店

〔六月〕O北海道マ常日漁協｜日本一
ホタテ祭り記念募金マ北海道漁港協会

｜第十三回北海道漁港大会募金マ地方

協O青森県マ地方協O秋田県マ岡高盛
．斉藤幸夫。宮城県マ七ケ浜町漁業振

興連絡協議会マ塩釜地区漁協婦人部連

絡協議会O東京都マ全国漁協婦人部連
絡協議会O静岡県マ地方協O愛知県マ
地方協O鳥取県マ地方協。島根県マ山
根芳弘l香典返しマ池野和平l見舞い

返し。山口県マ西村文贋マ地方協O香
川県マ井上弘香典返しO徳島県マ平
田忠幸l香典返しO福岡県マ蓑島漁協
青年部・チャリティ募金O熊本県マ地
方協O大分県マ蒲江町・鳥羽一郎チャ
リティマ側山忠・山城繁樹マ中嶋一太

マ中嶋新一マ丸山英二マ中嶋清二マ岡

次久雄マ吉野内孝明マ岡田祥一一〉野上

正仁マ御手洗剛マ木許賢治。鹿児島県

マ串木野まぐろフェスティバル実行委

員会マ地方協

ニ、一一般寄付

〔三月〕。宮城県マ長岡水産伺（気仙

沼市）O栃木県マ水産庁養殖研究所日
光支所一同（日光市）O茨城県マ家満
丸漁業・宇佐見武正（日立市）マ高津

日出夫（つくば市）。千葉県マ飯村久

子（野田市）マ全国漁業協同組合学校

第五十二期生一同・間募金箱（柏市）

マ高橋圭介（鎌ヶ谷市）O東京都マ側
樋倉水産・林昭良（足立区）マ奉仕の

箱アップルクラブ（北区）マ中川幸

（同）マ指幸子（板橋区）マ上田都

美（荒川区）マ大成積油欄・中村篤

（江東区）マ木村か祢（渋谷区）マ小

林誠（台東区）マ漁船保険中央会（港

区）マ附全国底曳網漁業連合会（同）

マ浜一彦（目黒区）マ匿名（墨田区）

マ全国水産加工業協同組合連合会（中
央区〉マ水産庁開発課一同（千代田
区〉マ織田久美子〈多摩市〉マ生田目

学費総 与実学 生 実写金貸与量学生 平成4匁度第l団衛策線用者
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弥
寿

（調
布
市
）
。
神
奈
川
県
マ
中
山
筆
子

（
藤
沢
市
）
マ
川
崎
魚
市
場
側
・
小
笠
原
喜

久

（川
崎
市
）
マ
北
里
大
学
水
産
学
部
同
窓

会
・

一ニ
水
会
（
横
浜
市
）
O
静
岡
県
マ
豊
田

幸
雄

（湖
西
市
）
。
愛
知
県
マ
匿
名

（豊
田

市
）
。
三
重
県
マ
橋
本
祥

（鳥
羽
市
）
O
大

阪
府
マ
長
尾
悦

（枚
方
市
）
。
福
岡
県
マ
池

田
正
二
（
北
九
州
市
）

〔四
月
〕
。
宮
城
県
マ
側
八
幡
水
産
・
村
上

正
純

（気
仙
沼
市
）
。
茨
城
県
マ
菊
池
吉
男

（常
陸
太
田
市
）

マ
高
津
日
出
夫

（
つ
く
ば

市
）
。
千
葉
県
マ
高
橋
圭
介

（鎌
ヶ
谷
市
）

マ
飯
村
久
子

（野
田
市
）
。
東
京
都
マ
匿
名

（品
川
区
）
マ
木
村
か
祢

（渋
谷
区
）
マ
二

木
三
郎
l
香
典
返
し
（
新
宿
区
）

マ
和
田

一

郎
l
香
典
返
し

（千
代
田
区
）

マ
小
林
誠

（台
東
区
）
マ
上
回
都
美

（荒
川
区
）
マ
生

田
目
弥
寿

（調
布
市
）
マ
長
谷
川
勝
次

（八

王
子
市
）
O
神
奈
川
県
マ
全
日
海
三
崎
支
部

・
金
森
洋
輔

（三
浦
市
）
マ
中
山
筆
子

（藤

沢
市
）
マ
川
崎
魚
市
場
側
・
小
笠
原
喜
久

（川
崎
市
）
マ
橋
本
孝
稽

（相
模
原
市
）
O

石
川
県
マ
漬
田
漁
業
側
・
漬
田
康
永

（珠
洲

市
）
O
静
岡
県
マ
若
木
匡
・
榎
本
太

一
i
全

日
海
静
岡
支
部
経
由

（清
水
市
）
。
島
根
県

マ
島
根
県
水
産
振
興
課

（松
江
市
）
。
長
崎

県
マ
竹
中
常
夫

（長
崎
市
）

〔
五
月
）
。
北
海
道
マ
平
成
共
同
漁
業
・
駒

（平成..写6月末現在〉
錦道府県別奨学生数

木
安
治

（網
走
市
）
O
岩
手
県
マ
盛
岡
水
産

物
商
業
協
同
組
合
・
阿
部
儀
兵
衛

（盛
岡

市
）
O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子

（野
田
市
）
マ

石
井
宏
（
船
橋
市
）
マ
高
橋
圭
介

（船
橋

市
）
O
東
京
都
マ
鳥
羽

一
郎
海
難
遺
児
チ
ャ

リ
テ
ィ
漁
港
コ
ン
サ
ー
ト
募
金

（港
区
）
マ

匿
名

（品
川
区
）
マ
井
上
イ
チ

（板
橋
区
）

マ
上
回
都
美

（荒
川
区
）
マ
春
田
孝
二
郎

（文
京
区
）
マ
木
村
か
祢

（渋
谷
区
）
マ
小

林
誠
（
台
東
区
）
マ
井
筒
健
二
郎
l
香
典
返

し
l
附
日
本
遠
洋
底
曳
網
漁
業
協
会
経
由

（千
代
田
区
）
マ
共
同
船
舶
側
・
女
子
社
員

一
同

（中
央
区
）
マ
蒲
田
魚
商
業
協
同
組
合

・
伊
藤
孝

一（
大
田
区
）
マ
新
納
礼
子

（狛

江
市
）
O
神
奈
川
県
マ
川
崎
魚
市
場
側
・
小

笠
原
喜
久
（
川
崎
市
）
マ
粟
屋
健
・
肇
l
香

典
返
し

（横
浜
市
）
マ
中
山
筆
子
（
藤
沢

市）

マ
野
中
千
代
乃
（
横
浜
市
）
マ
菊
地
け

い
子

（藤
沢
市
）
。
新
潟
県
マ
石
添
一
儀

（弥
彦
村
）
O
愛
知
県
マ
匿
名

（豊
田
市
）

O
山
口
県
マ
岩
国
水
産
物
仲
買
人
協
同
組
合

・
中
上
貢

（岩
国
市
）

〔
六
月
〕

O
山
形
県
マ
北
見
恭
子
を
囲
む
女

性
だ
け
の
会

（金
山
町
）
。
茨
城
県
マ
高
津

日
出
夫

（
つ
く
ば
市
）
。
埼
玉
県
マ
匿
名

（春
日
部
市
）
O
千
葉
県
マ
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
会
五
香
地
区
・
安
蒜
通
江
（
松
戸

市）

マ
岡
崎
一
二
一
丁
香
典
返
し

（市
川
市
）

〈住1》学賞鎗与翼手金の《 ｝内は、，．． 学瞳生．，で内微である．

〈注目鼻学金賞与実写生に6率、入手ー骨金のみの奨学金を含む．

漁 船海難遺児

マ
陣
内
由
美
子
（
同
）

マ
飯
村
久
子
（
野
田

市
）
O
東
京
都
マ
田
村
重
信
（
大
田
区
）
マ

春
田
孝
二
郎
（
文
京
区
）

マ
漁
協
共
済
推
進

全
国
大
会
募
金

（千
代
田
区
）

マ
全
漁
連
平

成
四
年
度
新
入
職
員

一
同
（
同
）

マ
北
見
恭

子
｜
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
箱
（
中
央
区
）

マ
東

京
築
地
中
央
市
場
福
祉
報
徳
会

（同）

マ
築

地
魚
市
場
側
・
阪
倉
栄
之
助
l
受
章
記
念

（同
）
マ
中
央
魚
類
側
・
加
藤
弘
l
創
立
四

十
五
周
年
記
念
（
同
）
マ
小
林
誠
（
台
東

区）

マ
松
本
和
義
（
大
田
区
）

マ
竹
内
常
世

（同
）
マ
指
幸
子

（板
橋
区
）

マ
上
田
都
美

（荒
川
区
）

マ
木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）

マ
匿

名

（品
川
区
）
マ
全
日
本
海
員
組
合
漁
船
局

（港
区
）

O
神
奈
川
県
マ
中
山
筆
子
（
藤
沢

市
）
マ
川
崎
魚
市
場
側
・
小
笠
原
喜
久
（
川

崎
市
）
。
山
梨
県
マ
全
国
水
産
物
商
業
協
同

組
合
連
合
会
第
三
十
九
回
山
梨
大
会
募
金

（
甲
府
市
）

マ
協
栄
生
命
保
険
側
甲
府
支
社

一
同
（
同
）

O
愛
知
県
マ
河
野
真
美
子
（
三

好
町
）
O
滋
賀
県
マ
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全

国
大
会
募
金
（
大
津
市
）

O
広
島
県
マ
漁
船

保
険
組
合
役
職
員
一
向
（
広
島
市
）
。
香
川

県
マ
米
田
妙
子
｜
香
典
返
し
（
大
内
町
）

O

福
岡
県
マ
石
原
葵
。
長
崎
県
マ
竹
中
常
夫

（
長
崎
市
）

根募金;J;J の水色fl を手の愛




